



































































































































































































































































1 1 エ2 （2 2
II 1 エ2
（2 2





III 1 工2 ③
英　作文
w 1 工2 ③
V 1 工2 （4


































































































































（省令） 晩許法｝ 表 凸　後削
数
示 全選 全 専 全
全
1 1 工2 2 1
1 1 工2 2 1
英語音声学 ll 1 エ2 2
w 1 工2 2
1 1 エ2 2 2
英 英 英文法演習
1 1 工2 2 2
1 1 エ2 2 2
1 1 エ2 2 2
英　語　演　習
11 1 エ2 3 3
孤 弧 w
1 エ2 3 3
ロロ n口
1 1 エ2 2 2
和文英訳演習
1 1 工2 3
1 1 工2 3
英語学演習
1 1 エ2 3
学 学 英語学講義
1 2 コ2 3 3
1 2 コ2 4
1 2 コ2 3 3
英　　語　　史
1 2 コ2 3
1 1 工2 4
中世英語演習
1 1 エ2 4
1 2 工2 2 2
英　文　学　史
1 2 コ2 2 2
米　文　学　史 2 コ2 3 3
英 英
英文学講義
1 2 コ2 3
Σ 2 コ2 3
1 2 コ2 3
米 木文学講義
1 2 コ2 4
文 1 1 コ2 2 2
文 1 1 工2 2 2
現代英米文学演習 m 1 工2 3 3
w 1 工2 3 3
学 学
V 1 エ2 4
英米詞解釈演習 1 2 3 3
1 1 工2 4
近世英文学演習
1 1 エ　　エ2 4
1 1 工2 ｛2 2
英　　会　　話
1 1 工2 〔2 2
英英 1 1 工2 〔2 12
会 1 1 エ2 〔2 〔2
話作 m 1 工2 ｛3 3
英　　作　　文及 w 1 工2 （3 3
び文 V 1 工2 （4
VI 1 工2 〔4
英謡科 教　科
英語科教育法
1 2 コ2 3 3




















小・養小 中・養中 養 幼
全 選 全 専 全 全
※英語教育
英語教育演習
In 1 工2 3 3
英語科
ｳ育




1 2 コ2 3 【31
II 1 工2 【3】
（表4）
VIこれからの英語科カリキュラム
　これまで，従来の英語科カリキュラムの枠組み中で，英語運用訓練を中心に，英語科カ
リキュラムの補足修正を行ってきた。一応，これでほほ整備できたことになるといってよ
いであろう。しかし，英語が国際語の一つであるという視点に立つとき，英語科教員養成
のためのカリキュラムには，さらに，他の要素が加えられなけれぼならなくなる。場合に
よっては，従来のカリキュラムの大幅な改訂が必要になることも予測される。ここでは，
一つの方向として，昭和59年夏，ハワイのイースト・ウエスト・センターでのプログラム5）
に参加し，各国から集まった英語の自国語話者の英語教師，外国語としての英語を教えて
いるわれわれのような立場の英語教師の問で，「国際語としての英語」をテーマに議論を交
わしてまとめた“Needs　of　Teacher－Trainees／Trainers　for　EIL”6）を示しておきたい。
Needs　of　Teacher・Trainees／Trainers　for　EIL
Need　For　Philosophy
　And　Rationale
Training　in
Needs　Analysis
Linguistic
Competence
一USing　learner
Competence
Materials
adapt＆
generate
Inter／Intra
Cultural　Training
＆Understanding
一Strategics　for
Communication
clarification
Aw　areness＆
Acceptance　of
varieties　of
English　Around
the　world
Training　in
Evaluation
Techniques
Methodology
一Classroom　as
observatory／
1aboratory
これは，英語科カリキュラムが，視野を広げて，さらに整備されなけれぼならないことを
示唆していることになるように思われる。今後の課題を示していることになるであろう。
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注
1）ESOLとは“English　for　Speakers　of　Other五anguages”の略称で，このプログラムにはアジアの各
　　国から英語教員養成担当者が11名（台湾1名，韓国2名，フィリピン1名，タイ4名，インドネシア1
　名，ポナペ1名，日本1名）参加していた。このプログラムは，日本の場合，文部省の公募により，旅
　費が支給され，ハワイでの一斉の費用はイースト・ウエスト・センターから支給された。この時，この
　　プログラムは五年目を迎えていたのであるが，プログラム主任のラリー，E．スミス氏の英語教育に対す
　　る熱意のあらわれで，それまでの四回のプログラムの修正できるところはすべて修正し，7か月の研修
　期間に，アメリカで得られるありとあらゆる英語教育に関する情報が提供された。私にとっては，はじ
　　めての本格的な英語教育の訓練の場であった。
2）英語の自国語話者の英語教師を対象としたイギリスでの本格的な英語教育のインサービス・コース
　　（lnservice　Courses）で，ランカスター大学の英語教育主任教授，クリストファー，キャンドリン氏
　　（Prof．　Christopher　Candlin）を中心に，2か月間行われた。　A，　Bの二つのコースがそれぞれ四週
　　間ずつ実施され，Aコースは理論を中心とし，　Bコースは実践を中心として，かなり忙しい研修であっ
　　た。出席者も，アメリカ，カナダ，メキシコ，アルゼンチン，オーストリア，西ドイツ，イスラエル，
　　タイ，韓国，フィリピン，日本というように多くの国から集まり，それぞれのコースに20名位参加して
　　いた。Aコースには日本人は1名，　Bコースには2名参加した。
3）長崎大学教育学部人文科学研究報告，29号（1980）。
4）「英語演習」の実際については，「英会話を中心とした英語運用訓練法」，長崎大学教育学部教科教育研
　究報告（1986）を参照のこと。
5）ラリー，E．スミス氏担当のプログラムで，「国際語としての英語」について，六週間（1984年7月3日
　～1984年8月10日），英語教育にたずさわる英語の自国語話者と非自国語話者がそれぞれの立場から考
　　え，議論を交わした。出席者は，オリストラリア（2名），ニュージーランド（1名），パプアニューギ
　ニア（1名），トラック（2名），パラオ（3名），イギリス（1名），日本（3名）であった。
6）EILとは，　English　as　an　International五anguageの略称。
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